
本道の製造品出荷額 

 
令和５年度の道内総生産に占める製造業の割合は９．０％であり、全国(２０．６％)の約半分と、全

国に比べ製造業の比率が低くなっている。 
また、２０２４年の経済構造実態調査によると、本道の製造業は、事業所数 ６，３９７カ所、 従業

者数 １６５，５０３人、製造品出荷額等は６兆７，７４７億円となっている。 
さらに、製造業の構造を産業類型別の製造品出荷額等の構成比で見ると、令和５年は食料品や飲料な

どの生活関連型（４４．８%）と石油製品や鉄鋼業などの基礎素材型（４０．９％）が大きな比率を占
め、次いで加工組立型（１４．３％）の順となっており、加工組立型の比率は全国(４５．７％)と比べ低
くなっている。 

 
 ○製造品出荷額等の推移（Ｈ２６～Ｒ５）               単位：兆円                                   
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○製造品出荷額等の産業累計別構成比（Ｒ５）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ［Ｒ元～Ｒ５の構成比データ］               ※（ ）内は全国の比率 

 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 
基盤素材型 39.8 

（37.8） 
39.5 
（37.1） 

40.7 
（38.9） 

41.9 
（39.8） 

40.9 
（38.2） 

加工組立型  13.1 
（45.6） 

14.6 
（46.6） 

13.5 
（44.5） 

13.6 
（44.2） 

14.3 
（45.7） 

生活関連型 47.1 
（16.6） 

45.9 
（16.3） 

40.7 
（16.6） 

44.5 
（16.0） 

44.8 
（16.1） 
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